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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月4日(2018.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）に関するワイヤレス通信の方法であって、
　ミリメートル波基地局（ｍｍＷ－ＢＳ）に関連し、少なくともデジタル、アナログ、ま
たはハイブリッドビームフォーミング能力のうちの１つを示し、および前記ｍｍＷ－ＢＳ
のＲＦビーム切り換え速度を含む、ビームフォーミング能力情報を受信することと、
　前記ＲＦビーム切り換え速度を含む前記ビームフォーミング能力情報に基づいて、前記
ＵＥのＭの受信ビーム方向の各々に関して前記ｍｍＷ－ＢＳからのＮの送信ビームをスキ
ャンすること、前記スキャンすることは、前記ＲＦビーム切り換え速度に基づいて前記ス
キャンすることに関するフレーム構造を選択することを含む、と、
　前記Ｎの送信ビームの中から１つまたは複数の好ましいスキャンされたビームを決定す
ることと、
　前記好ましい１つまたは複数のスキャンされたビームに基づいて前記ｍｍＷ－ＢＳとワ
イヤレス通信リンクを確立することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記ｍｍＷ－ＢＳに前記好ましい１つまたは複数のスキャンされたビームを示す情報を
送信することをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ｍｍＷ－ＢＳに前記ＵＥに関連するビームフォーミング能力情報を送信することを
さらに備え、ここにおいて、前記スキャンすることは、前記ＵＥに関連する前記ビームフ
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ォーミング能力情報にさらに基づく、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ｍｍＷ－ＢＳに関連する前記ビームフォーミング能力情報または前記ＵＥに関連す
る前記ビームフォーミング能力情報のうちの少なくとも１つに基づいて前記好ましいスキ
ャンされたビームを通じてビーム情報を搬送するために前記ＵＥと前記ｍｍＷ－ＢＳとの
間の適切なシグナリングフレームワークおよびビーム探索プロシージャを決定することを
さらに備え、ここにおいて、前記スキャンすることは、前記決定されたビーム探索プロシ
ージャにより実行される、
　請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＵＥに関連する前記ビームフォーミング能力情報は、前記ＵＥが複数のアンテナサ
ブアレイを備えることを示し、および、
　前記Ｎの送信ビームを前記スキャンすることは、タイムスロットにおいて前記複数のア
ンテナサブアレイを使用して前記Ｎの送信ビームをスキャンすることを備える、
　請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記スキャンすることは、前記Ｎの送信ビームに関するアンテナ重量および／または位
相および振幅を設定することを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記１つまたは複数の好ましいスキャンされたビームを決定することは、前記スキャン
されたビームの信号品質をしきい値と比較することを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　ミリメートル波基地局（ｍｍＷ－ＢＳ）に関連し、少なくともデジタル、アナログ、ま
たはハイブリッドビームフォーミング能力のうちの１つを示し、および前記ｍｍＷ－ＢＳ
のＲＦビーム切り換え速度を含む、ビームフォーミング能力情報を受信するための手段と
、
　前記ＲＦビーム切り換え速度を含む前記ビームフォーミング能力情報に基づいて、前記
ＵＥのＭの受信ビーム方向の各々に関して前記ｍｍＷ－ＢＳからのＮの送信ビームをスキ
ャンするための手段、前記スキャンすることは、前記ＲＦビーム切り換え速度に基づいて
前記スキャンすることに関するフレーム構造を選択することを含む、と、
　前記Ｎの送信ビームの中から１つまたは複数の好ましいスキャンされたビームを決定す
るための手段と、
　前記好ましい１つまたは複数のスキャンされたビームに基づいて前記ｍｍＷ－ＢＳとワ
イヤレス通信リンクを確立するための手段と、
　を備える、ＵＥ。
【請求項９】
　前記ｍｍＷ－ＢＳに前記好ましい１つまたは複数のスキャンされたビームを示す情報を
送信するための手段をさらに備える、
　請求項８に記載のＵＥ。
【請求項１０】
　前記ｍｍＷ－ＢＳに前記ＵＥに関連するビームフォーミング能力情報を送信するための
手段をさらに備え、ここにおいて、前記スキャンすることは、前記ＵＥに関連する前記ビ
ームフォーミング能力情報にさらに基づく、
　請求項８に記載のＵＥ。
【請求項１１】
　前記ｍｍＷ－ＢＳに関連する前記ビームフォーミング能力情報または前記ＵＥに関連す
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る前記ビームフォーミング能力情報のうちの少なくとも１つに基づいて前記好ましいスキ
ャンされたビームを通じてビーム情報を搬送するために前記ＵＥと前記ｍｍＷ－ＢＳとの
間の適切なシグナリングフレームワークおよびビーム探索プロシージャを決定するための
手段をさらに備え、ここにおいて、前記スキャンすることは、前記決定されたビーム探索
プロシージャにより実行される、
　請求項１０に記載のＵＥ。
【請求項１２】
　前記ＵＥに関連する前記ビームフォーミング能力情報は、前記ＵＥが複数のアンテナサ
ブアレイを備えることを示し、および、
　前記Ｎの送信ビームを前記スキャンすることは、タイムスロットにおいて前記複数のア
ンテナサブアレイを使用して前記Ｎの送信ビームをスキャンすることを備える、
　請求項１０に記載のＵＥ。
【請求項１３】
　前記スキャンすることは、前記Ｎの送信ビームに関するアンテナ重量および／または位
相および振幅を設定することを備える、
　請求項８に記載のＵＥ。
【請求項１４】
　前記１つまたは複数の好ましいスキャンされたビームを決定することは、前記スキャン
されたビームの信号品質をしきい値と比較することを備える、
　請求項８に記載のＵＥ。
【請求項１５】
　コンピュータプログラム製品であって、コンピュータ可読媒体上に格納され、および、
少なくとも１つのプロセッサ上で実行されると、
　ミリメートル波基地局（ｍｍＷ－ＢＳ）に関連し、少なくともデジタル、アナログ、ま
たはハイブリッドビームフォーミング能力のうちの１つを示し、および前記ｍｍＷ－ＢＳ
のＲＦビーム切り換え速度を含む、ビームフォーミング能力情報を受信することと、
　前記ＲＦビーム切り換え速度を含む前記ビームフォーミング能力情報に基づいて、前記
ＵＥのＭの受信ビーム方向の各々に関して前記ｍｍＷ－ＢＳからのＮの送信ビームをスキ
ャンすること、前記スキャンすることは、前記ＲＦビーム切り換え速度に基づいて前記ス
キャンすることに関するフレーム構造を選択することを含む、と、
　前記Ｎの送信ビームの中から１つまたは複数の好ましいスキャンされたビームを決定す
ることと、
　前記好ましい１つまたは複数のスキャンされたビームに基づいて前記ｍｍＷ－ＢＳとワ
イヤレス通信リンクを確立することと
　を前記少なくとも１つのプロセッサに行わせるコードを備える、コンピュータプログラ
ム製品。
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